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村上郁也 試験時間　９０分

指定クラス 解答用紙 計算用紙 持ち込みの有無

（該当せず） 両面１枚 ０枚 不可

科目名

認知脳科学


以下の問いに答えよ。（いずれも文章の長さは問わない。要点を押さえてあればそれぞれ簡潔な数個の文章で終わってもかまわない。）

１．知覚における「恒常性」とは何か。また、それはどのように役立っているのか。二つ以上の例を挙げながら説明せよ。

２．霊長類の視覚神経系のうち、両眼網膜の網膜神経節細胞から大脳両半球の一次視覚野にいたるまでの神経連絡を図解によって明らかにせよ。また、そのような神経連絡の特性を奥行き知覚の観点から論ぜよ。
３．以下のキーワードをすべて用いて、認知脳科学に関する小文を作れ。なお、各キーワードの初出時に下線を付すこと。
受容野　側抑制　同時対比　コントラスト
４．日常の知覚体験を出発点として、脳の視覚情報処理の一側面について問題提起し、自由に考察して書け。
以上
おまけというかコメント
この授業は授業中、村上さん本人の挙動が面白いので油断しがちだが、なんだかんだで試験は結構本気で来るので注意したい・・過去の問題傾向から学期ごとで開講されている講義間で差異はないようであるから、ノートを手に入れて授業には出席しないでもテストは解けるって言えば解けるが、やはり認知脳科学の内容をわかりやすく面白く説明してくれる村上さんの授業を受けた方が定着度もよく、勉強しやすいと思う。
また、この授業では知覚を回によって色々な角度から解析していくから、同じ内容のもの、非常に似通っている現象、そういったものがバラバラにちりばめられている感がある。テストまでにそういった関連のありそうなものを自分で拾っていって統一的に覚える、ってことをやると本番でもいろんな文章が書きやすいし、分からなかったときそれっぽい文章（でっち上げの文章）も作りやすくなるはずだと思う。

１．ドアが開くとき、目にはドアの形が変わったように見えるが、ドアの形は変化しないという仮定を置いて認識するから、ドアの角度が変わったと認識する。この時のドアに対する仮定、とかそんなこと書けば・・・

２．自分の中で過去最難問。重要なのは右目の情報が左脳へ、左目の情報が右脳へ行くこと。具体例は両眼視差か？

３．網膜では側抑制という働きがあり、受容野内のコントラストを同時対比して強調する、とか云々。

４．なんか色々書けば・・自分は「幽霊の知覚とトップダウン認知」とかそんなこと書いた気がする。
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